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ニツセキハウスと合意

用地売買の仮契約調印 ］皐
工業団地

　

（土布子）

　

青
島
工
業
団
地
（
土
布
子
）
に
、
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
製
造

販
売
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ッ
セ
キ
ハ
ウ
ス
エ
業
と
そ
の
関
連
会

社
が
進
出
し
ま
す
。
市
が
誘
致
を
目
指
し
て
い
た
同
社
と

の
話
し
合
い
が
合
意
。
四
月
六
日
、
市
役
所
で
土
地
売
買

仮
契
約
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
企
業
の
概
要
と
進
出

計
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

敷
地
面
積
は

　

約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

市
土
地
開
発
公
社
は
、
企
業
誘

致
の
た
め
の
工
業
団
地
と
し
て
、

土
布
子
地
籍
の
九
頭
流
川
左
岸
一

帯
（
通
称
「
青
島
し
を
設
定
。
昭
和

六
十
二
年
か
ら
、
本
格
的
に
地
権

者
と
の
用
地
交
渉
を
進
め
て
き
ま

し
た
、
そ
の
結
果
、
九
万
七
千
九
百

六
十
三
平
方
封
の
用
地
を
確
保
。

平
成
五
年
三
月
、
市
土
地
開
発
公

社
へ
の
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
ニ
ッ
セ
キ
ハ

ウ
ス
エ
業
が
希
望
す
る
用
地
は
、

こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
。
さ
ら
に

隣
接
地
十
万
一
千
五
百
七
十
六
平

方
じ
を
、
借
地
と
し
て
造
成
す
る

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
全
体
の

敷
地
面
積
は
、
上
九
万
九
千
五
百

三
十
九
平
方
μ
に
も
及
び
ま
す
。

　

四
月
六
日
に
行
わ
れ
た
土
地
売

買
仮
契
約
と
借
地
仲
介
の
調
印

は
、
幅
日
議
長
が
立
会
人
と
な
り
、

市
土
地
開
発
公
社
理
事
長
で
も
あ

る
山
内
市
長
と
同
社
取
締
役
社

長
・
堀
内
三
郎
氏
と
の
間
で
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

中
京
・
関
西
・
東
海
へ

販
路
拡
大
の
拠
点
づ
く
り

　

同
社
は
現
在
、
福
岡
工
場
（
福

岡
県
）
と
米
沢
工
場
（
山
形
県
）

の
二
ヵ
所
で
操
業
。
大
野
市
が
三

番
目
の
工
場
と
な
り
ま
す
。

　

大
野
市
に
進
出
を
決
め
た
ポ
イ

ン
ト
は
、
①
販
路
拡
大
と
な
る
中

京
・
関
西
・
東
海
が
四
百
キ
ロ
以

内
に
あ
る
こ
と
②
給
与
ベ
ー
ス
が

二
工
場
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と

③
高
速
道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
④
勤
勉
実
直
な
市
民
性
で
、

相
当
数
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
中
に
造
成
工

事
を
完
了
し
、
来
年
度
末
に
は
同

社
と
本
契
約
が
締
結
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

工
業
団
地
へ
の
進
入
道
路
の
整
備

や
工
業
用
水
の
確
保
な
ど
に
も
取

り
組
み
ま
す
。



操
業
開
始
は
平
成
9
年

　

軌
道
に
乗
れ
ば
5
0
0
人
を
雇
用

　

ニ
ッ
セ
キ
ハ
ウ
ス
エ
業
が
建
設

を
予
定
し
て
い
る
工
場
は
、
幅
百

八
μ
、
長
さ
四
百
五
十
‐
鉄
骨
平

屋
建
て
が
二
棟
。
床
面
積
は
九
万

七
千
二
百
平
方
び
に
も
な
り
ま
す
。

　

工
場
で
は
、
同
社
が
独
自
開
発

し
た
気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
「
シ
リ

カ
ラ
イ
ト
ボ
ー
ド
（
S
L
B
）
」
や

鉄
骨
加
工
建
材
、
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
な
ど
を
製
造
し
ま
す
。

　

平
成
七
年
四
月
か
ら
建
設
工
事

に
着
工
し
、
平
成
九
年
十
二
月
の

操
業
を
目
指
し
ま
す
。
当
初
の
雇

用
は
三
十
人
程
度
で
す
が
、
軌
道

に
乗
れ
ば
最
終
的
に
五
百
人
規
模

の
雇
用
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
年

間
の
工
業
出
荷
額

は
、
百
億
円
前
後

を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
の
企
業
進

出
は
、
雇
用
の
拡

大
だ
け
で
な
く
、

若
年
労
働
者
の
流

出
に
歯
止
め
が
か

か
り
、
第
二
次
産

業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す

市
で
は
、
今
後
も

引
き
続
き
積
極
的

な
企
業
誘
致
を
進

め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

売買土地予定団地

賃借土地予定団地

ニッセキハウスエ業
社長堀内三郎氏

第
三
の
拠
点
と
し
て

　
　

早
期
実
現
に
全
力

　

こ
の
た
び
、
貴
市
と
の
間
で

土
地
売
買
等
の
仮
契
約
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。

　

大
野
市
へ
の
進
出
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
社
の
長
年
の

夢
で
あ
り
、
私
は
も
と
よ
り
社

貝
一
同
大
き
な
喜
び
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
現
地
に
立
ち
ま

す
と
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

山
内
市
長
を
は
じ
め
、
関
係

者
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に

よ
り
、
当
社
の
第
三
の
拠
点
と

な
る
大
野
工
場
が
、
一
日
も
早

く
完
成
し
ま
す
よ
う
全
力
を
挙

げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
社
概
要

設
立
昭
和
二
十
四
年
八
月

資
本
金
五
十
八
億
六
千
四
百

　

万
円
（
東
証
二
部
上
場
）

社
員
数
千
七
百
人

ぶ4・4卸吻城順琴y腫儲脇宍

松田國男さん

　

（71歳・森目）

　

企
業
進
出
が
決
ま
れ
ば
、

雇
用
が
拡
大
さ
れ
、
大
野
市

に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
。
関
係
地
区
民
も
、

大
切
な
農
地
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
企
業
も
、
十
分
に
こ

の
こ
と
を
認
識
し
、
地
域
住

民
と
の
協
調
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
経
営
に
あ
た
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

進
出
が
、
お
互
い
の
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

藤井泰博さん

　

（22歳．春日）

　

今
春
、
大
学
を
卒
業
し
て
市

内
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

市
外
に
は
、
就
職
先
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
通
勤
を
考
え

る
と
誰
も
が
市
内
で
の
就
職

を
希
望
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
ニ
ッ
セ
キ
ハ
ウ

ス
の
大
野
市
進
出
は
、
単
な

る
雇
用
拡
大
だ
け
で
な
く
、

若
者
が
増
え
大
野
市
の
発
展

に
も
大
き
く
貢
献
す
る
と
思

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
共

存
で
き
る
形
で
、
今
後
も
企

業
誘
致
が
望
ま
れ
ま
す
。



フオト川＼／

浙生

大野高校

　

創
立
八
十
八
周
年
を
迎
え
た
県
立
大
野

高
校
が
、
移
転
先
の
新
庄
で
新
た
な
I
ペ

ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
広
大
な
敷
地
に
ゆ
っ
た
り

と
機
能
的
に
造
ら
れ
、
歴
史
と
伝
統
の
街

に
調
和
し
た
外
観
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

校
門
の
正
面
に
見
え
る
の
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
新
校
舎
の
シ

ン
ボ
ル
。
右
側
に
は
普
通
教
室
や
特
別

教
室
が
あ
り
、
左
側
は
体
育
館
や
図
書

室
、
定
時
制
校
舎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

敷
地
面
積
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
こ
倍
の

六
万
六
千
平
方
μ
。
こ
の
う
ち
約
半
分
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
す
。
校
門
の
脇
に
は
、
旧
校
舎

に
あ
っ
た
木
造
の
校
門
が
移
築
さ
れ
、
歴
史

の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
建
設
費
は
、

約
六
十
億
円
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
プ
ー
ル
、

弓
道
場
も
建
設
さ
れ
ま
す
。



　

体育館は、全日制と定時制に分かれ

全日制はさらに、第1、第2体育館に

区切られています。周囲はランニング

コース（約220に）が設けられているほ

か、床下（1階）は、冬季トレーニン

グ場と自転車置き場になっています。

　

校舎の中心にあるコミュニティー・ホールは、展示場を

備えた生徒のふれ合いの場となります。

　

大
野
高
校
に
は
、
藩
校
明
倫
館

や
洋
学
館
の
旧
蔵
書
な
ど
、
貴
重

な
図
書
約
六
千
冊
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
耐
火
書
庫
に
収

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
研
究
者
や

一
般
市
民
ら
が
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
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真
名
川
峡
谷
の
景
観
改
善

ダ
ム
直
下
で
バ
イ
パ
ス
放
流
設
備

　

建
設
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
五

年
度
の
事
業
計
画
を
発
表
。
こ
の

う
ち
、
新
規
事
業
と
し
て
真
名
川

の
水
量
を
増
や
し
、
景
観
や
環
境

の
改
善
を
図
る
事
業
が
行
わ
れ
る

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
流
量
が
少
な
く

な
っ
た
真
名
川
ダ
ム
下
流
域
に
、

発
電
水
利
権
を
更
新
す
る
際
、
河

川
維
持
流
量
を
確
保
す
る
も
の
で

す
。
水
量
が
増
え
る
と
、
魚
な
ど

の
生
物
が
住
み
や
す
く
な
り
河
川

の
景
観
や
環
境
が
改

善
さ
れ
ま
す
。

　

真
名
川
ダ
ム
建
設

後
、
五
条
方
か
ら
下

流
に
は
毎
秒
こ
ト
ン

の
河
道
維
持
用
水
が

流
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
地
下
水
の
か
ん
養

を
は
じ
め
、
漁
業
資

源
の
保
護
、
渓
谷
美

の
復
元
の
た
め
の
放

流
を
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
地
元
の
熱
意
が

認
め
ら
れ
、
全
国
で
も
先
が
け
と

な
る
こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

真
名
川
へ
の
流
量
増
加
は
、
市
民

の
共
有
財
産
が
増
え
る
こ
と
で
も

あ
り
、
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

今
年
度
予
算
に
二
億
円

　

完
成
予
定
は
平
成
七
年

　

工
事
は
、
県
企
業
庁
真
名
川
発

電
所
の
道
水
路
か
ら
、
バ
イ
パ
ス

水
路
を
設
け
、
真
名
川
ダ
ム
直
下

に
放
流
す
る
も
の
で
、
水
路
の
長

さ
は
こ
百
七
十
八
μ
に
な
り
ま
す
。

事
業
は
三
ヵ
年
計
画
で
実
施
さ
れ
、

平
成
五
年
度
・
の
事
業
費
は
、
調
査

費
を
含
め
て
こ
億
四
百
万
円
。
平

成
七
年
度
に
は
、
一
部
が
放
水
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

新
た
な
流
量
は
、
関
係
機
関
と

の
協
議
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
国

の
放
水
基
準
か
ら
推
定
し
ま
す
と

か
な
り
の
水
量
が
期
待
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
水

を
流
し
て
も
ら
う
よ
う
、
今
後
も

引
き
続
き
国
や
県
に
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第122回北信越市長会総会

五県から二百人が来市

　

第百こ十二回北信越市長会総会が、

下記のとおり大野市で開催されます。

　

総会は、各市持ち回りで年こ回開

かれ、当市での開催は三回目。行政・

文教・厚生・労働・建設・農林など

当面する重要課題が討議されます。

市民総ぐるみで歓迎しましょう。

期間5月20日（丞）～21日面

会場大野有終会館

出席者長野・新潟・富山・石川。

　

福井から市長ら関係者約200人

エキサイティング

スポーツ

情X報

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

5
月
2
9
日
に
プ
ー
ル
開
き

　

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
は
、
五
月
二
十
九
日
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
五
・
六
月
の
う
ち

で
、
気
温
の
低
い
日
は
閉
鎖
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

利
用
期
間
5
月
2
9
日
か
ら
9
月

　

末
日
ま
で
（
月
曜
日
と
9
月
1
6
・

　

2
4
日
は
休
館
）

利
用
時
間
午
前
＝
9
時
～
1
2
時

　

午
後
＝
1
時
～
5
時
夜
間
＝

　

6
時
～
9
時

利
用
料
▼
中
学
生
以
下
午
前
・

　

午
後
＝
5
0
円
夜
間
＝
1
0
0

　

円
▼
高
校
生
・
一
般
午
前

　

＝
1
0
0
円
午
後
＝
1
L
O
C
3

　

円
夜
間
＝
2
0
0
円

●
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

　
　
　

テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
1
6
日
⑧
開
会
式
＝

　

午
前
8
時
3
0
分

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
・

　

ミ
ッ
ク
ス
）

参
加
資
格
大
野
市
民
ま
た
は
市

　

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
で

　

初
心
者
（
テ
ニ
ス
歴
1
年
）

参
加
料
1
組
2
0
0
0
円

申
込
5
月
1
0
日
ま
で
に
酒
井
商

　

事
春
日
S
・
S
へ
電
話
（
6
6
・

　

3
2
1
2
）

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
3
0
日
⑧
開
会
式
＝

　

午
前
8
時
3
0
分

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
）

参
加
資
格
大
野
市
民
ま
た
は
市

　

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

参
加
料
1
組
1
0
0
0
円

申
込
5
月
2
1
日
ま
で
に
酒
井
商

　

事
春
日
S
・
S
へ
電
話
（
6
6
・

　

3
2
1
2
）



市
の
人
事
異
動

課
長
級

　

「
市
長
部
局
」
▼
生
活
環
境
課
長

鈴
木
常
次
（
清
掃
事
務
所
長
）
▼

清
掃
事
務
所
長
・
奥
野
耕
作
（
同

次
長
）
▼
会
計
課
長
・
深
田
義
一

　

（
秘
書
広
報
課
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
広
報
課
課

長
補
佐
・
加
藤
勲
（
議
会
事
務
局

次
長
）
▼
生
活
環
境
課
課
長
補
佐

（
生
活
環
境
担
当
）
・
伊
藤
吉
紀

　

（
教
委
庶
務
課
課
長
補
佐
）
▼
生

活
環
境
課
課
長
補
佐
（
交
通
対
策

担
当
）
・
布
川
和
子
（
生
活
環
境

課
課
長
補
佐
）
▼
保
健
衛
生
課
課

長
補
佐
・
石
田
喜
子
（
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
）
▼
都
市
計
画
課
課

長
補
佐
・
藤
田
英
機
（
建
設
課
工

務
係
長
）
▼
会
計
課
課
長
補
佐
．

松
田
訓
夫
（
総
務
課
人
事
係
長
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
庶
務
課
課
長

補
佐
・
指
岡
勲
（
水
道
課
課
長
補

佐
）
▼
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
●

松
田
八
重
子
（
農
業
委
員
会
次
長
）

　

【
水
道
部
】
▼
水
道
課
課
長
補
佐

　

・
宮
西
弘
司
（
都
市
計
画
課
課
長

補
佐
）

　

【
農
業
委
員
会
】
▼
次
長
・
竹
田

由
紀
子
（
保
健
衛
生
課
課
長
補
佐
）

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
課
人
事
係

長
．
巻
寄
富
美
男
（
財
政
課
財
政

係
長
）
▼
企
画
開
発
課
水
資
源
対

策
係
長
・
中
村
浩
一
（
体
育
課
体

育
係
長
）
▼
企
画
開
発
課
情
報
統

計
電
算
係
長
・
水
上
多
水
枝
（
企

画
開
発
課
情
報
統
計
係
長
）
▼
財

政
課
財
政
係
長
・
宮
下
貝
一
（
都

市
計
画
課
区
画
整
理
係
長
）
▼
市

民
課
市
民
係
長
・
山
田
芳
恵
（
上

庄
公
民
館
係
長
）
▼
清
掃
事
務
所

じ
ん
芥
焼
却
係
長
・
長
谷
川
幸
雄

　

（
清
掃
事
務
所
主
査
）
▼
清
掃
事

務
所
衛
生
処
理
係
長
●
大
久
保
雅

章
（
清
掃
事
務
所
主
査
）
▼
建
設

課
道
路
係
長
・
寺
西
重
朗
（
用
地

対
策
課
用
地
対
策
係
長
）
▼
都
市

計
画
課
計
画
係
長
●
佐
々
木
巌

　

（
都
市
計
画
課
主
査
）
▼
都
市
計

画
課
区
画
整
理
係
長
・
松
田
勉

　

（
企
画
開
発
課
水
資
源
対
策
係
長
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
体
育
課
体
育

係
長
・
篠
原
孝
康
（
生
活
環
境
課

生
活
環
境
係
長
）
▼
阪
谷
幼
稚
園

教
頭
・
羽
生
稔
子
（
富
田
幼
稚
園

教
頭
）主

査
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
広
報
課
主

査
・
永
田
由
美
子
（
財
政
課
主
査
）

▼
企
画
開
発
課
主
査
・
山
村
正
人

　

（
議
会
事
務
局
主
査
）
▼
財
政
課

主
査
●
西
川
千
鶴
代
（
秘
書
広
報

課
主
査
）
▼
市
民
課
主
査
・
田
原

祐
子
（
市
民
課
主
事
）
▼
清
掃
事

務
所
主
査
・
宮
原
章
一
（
建
設
課

主
査
）
▼
農
務
課
主
査
●
金
子
正

義
（
教
委
庶
務
課
主
査
）
▼
あ
か

ね
保
育
園
主
任
保
母
・
田
中
博
子

　

（
荒
島
保
育
園
主
任
保
母
）
▼
春

日
保
育
園
主
任
保
母
・
森
田
輝
美

　

（
北
部
保
育
園
主
任
保
母
）
▼
義

景
保
育
園
主
任
保
母
・
村
上
美
代

子
（
春
日
保
育
園
主
任
保
母
）
▼

荒
島
保
育
園
主
任
保
母
・
築
紫
和

美
（
あ
か
ね
保
育
園
主
任
保
母
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
乾
側
幼
稚
園

主
任
教
諭
．
山
本
文
子
（
阪
谷
幼

稚
園
主
任
教
諭
）
▼
阪
谷
幼
稚
園

主
任
教
諭
・
出
村
初
枝
（
小
山
幼

稚
園
主
任
教
諭
）
▼
小
山
幼
稚
園

主
任
教
諭
・
榊
原
雪
江
（
富
田
幼

稚
園
主
任
教
諭
）
▼
富
田
幼
稚
園

主
任
教
諭
・
山
上
一
代
（
乾
側
幼

稚
園
主
任
教
諭
）

一
般
職

　

【
市
長
部
局
】
▼
企
画
開
発
課
・

中
村
吉
孝
（
総
務
課
）
▼
春
日
保

育
園
・
松
田
道
子
（
義
景
保
育
園
）

▼
農
務
課
・
川
端
秀
和
（
商
工
観

光
課
）
大
町
昌
樹
（
都
市
計
画
課
）

▼
商
工
観
光
課
●
脇
本
浩
嗣
（
用

地
対
策
課
）
五
十
川
秀
育
（
農
務

課
）
▼
建
設
課
・
朝
日
俊
雄
（
都

市
計
画
課
）
▼
都
市
計
画
課
・
斉

藤
清
英
（
建
設
課
）
▼
用
地
対
策

課
・
岸
田
尚
悟
（
大
野
公
民
館
）

林
広
二
郎
（
建
設
課
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
上
庄
公
民
館
・

山
田
靖
子
（
農
業
委
員
会
）
▼
庶

務
課
・
竹
嶋
能
治
（
農
務
課
）
▼

大
野
公
民
館
●
山
田
徹
夫
（
商
工

観
光
課
）

　

【
農
業
委
員
会
】
▼
羽
生
洋
美

　

（
市
民
課
）

業
務
職

　

【
市
長
部
局
】
▼
清
掃
事
務
所
・

山
岸
繁
昭
（
下
庄
小
学
校
）
▼
都

市
計
画
課
．
勝
森
昌
則
（
上
庄
中

学
校
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
有
終
西
小
学

校
・
柴
田
達
夫
（
有
終
南
小
学
校
）

▼
有
終
南
小
学
校
・
宮
前
敏
雄

　

（
有
終
西
小
学
校
）
山
腰
と
し
子

　

（
陽
明
中
学
校
）
▼
乾
側
小
学
校
・

前
田
敏
子
（
蕨
生
小
学
校
）
▼
有

終
束
小
学
校
・
細
道
き
よ
み
（
阪

谷
小
学
校
）
▼
下
庄
小
学
校
・
横

山
久
一
郎
（
清
掃
事
務
所
）
▼
小

山
小
学
校
・
斎
藤
八
郎
（
阪
谷
小

学
校
）
▼
蕨
生
小
学
校
・
米
津
朱

美
（
乾
側
小
学
校
）
▼
阪
谷
小
学

校
・
中
兼
富
貴
栄
（
有
終
東
小
学

校
）
▼
陽
明
中
学
校
．
竹
田
京
子

　

（
有
終
南
小
学
校
）

新
採
用

　

【
市
長
部
局
】
▼
市
民
課
・
富
田

展
代
▼
建
設
課
●
中
山
裕
子
中

川
敏
久
▼
都
市
計
画
課
・
竹
内
久

喜

　

【
業
務
職
】
▼
清
掃
事
務
所
．
山

田
忠
山
川
和
利
北
川
弥
智
男

▼
阪
谷
小
学
校
・
田
中
慎
二
▼
上

庄
中
学
校
・
黒
木
満

嘱
託
職
員
（
新
任
）

▼
大
野
有
終
会
館
長
・
土
蔵
茂
弘

▼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
．

大
畠
稔
▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
・

桜
井
清
臣
▼
図
書
館
長
・
佐
藤
善

夫
▼
富
田
公
民
館
長
・
高
松
信
夫

退
職
者

　

【
一
般
職
】
▼
近
藤
美
章
（
生
活

環
境
課
長
）
▼
佐
藤
善
夫
（
会
計

課
長
）
▼
福
田
靖
子
（
市
民
課
市

民
係
長
）

　

【
業
務
職
】
▼
高
山
友
男
（
保
健

衛
生
課
）
▼
嵯
峨
嘉
雄
加
藤
明

山
本
富
夫
（
清
掃
事
務
所
）
▼
富

田
捨
三
（
小
山
小
学
校
）

新採用職員の辞令交付式
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愁諺

－たきり老人

心
の
触
れ
合
い
と
笑
顔
を
求
め

市
の
保
健
婦
も
家
庭
訪
問

　

市
内
に
は
、
寝
た
き
り
の
人
が
百
八
十
人
ほ
ど
お
ら
れ

ま
す
。
福
祉
事
務
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
活
発
に
支
援
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
婦
も
、

寝
た
き
り
の
方
の
家
庭
訪
問
を
行
い
、
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
家
庭
の
事
情
が
あ

る
な
か
で
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
な
ど
の
介
護
は
、
心
身
と
も
に

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
介
護

者
が
、
「
手
足
が
上
が
る
よ
う
に

な
っ
た
ね
」
「
笑
っ
た
よ
」
と
。

一
挙
一
動
を
喜
び
や
生
き
が
い
と

す
る
姿
に
は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

「
待
つ
て
る
で
の
L
に

　
　
　

励
ま
さ
れ
て
訪
問

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
婦
が

寝
た
き
り
の
家
庭
を
訪
問
す
る
の

は
、
月
に
一
回
程
度
で
す
。
何
の

お
役
に
も
立
て
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
「
待
っ
て
る
で
の
」
の

一
言
に
励
ま
さ
れ
て
訪
問
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
に
閉
じ
込
も
り
が
ち
な
お

年
寄
り
を
、
リ
フ
ト
バ
ス
に
乗
せ

て
、
人
と
の
交
流
を
す
る
「
リ
六

ビ
リ
の
つ
ど
い
」
も
開
い
て
い
ま

す
。
思
わ
ぬ
生
き
生
き
と
し
た
顔

が
見
ら
れ
る
と
、
う
れ
し
さ
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

寝
か
せ
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
を

な
く
し
、
生
き
る
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
う
お
手
伝
い
は
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。

寝
た
き
り
ぜ
□
の
十
ヵ
条

　

厚
生
省
で
は
、
寝
た
き
り
老
人

ゼ
ロ
作
戦
と
し
て
、
「
寝
た
き
り

ゼ
ロ
ヘ
の
十
ヵ
条
」
を
提
唱
し
て

い
ま
す
。
実
行
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
第
1
条
脳
卒
中
と
骨
折
予
防
は

　

寝
た
き
り
ゼ
ロ
ヘ
の
第
一
歩
。

第
2
条
寝
た
き
り
は
、
寝
か
せ

　

き
り
か
ら
作
ら
れ
る
。
過
度
の

　

安
静
は
逆
効
果
。

第
3
条
リ
ハ
ビ
リ
は
、
早
朝
開

　

始
が
効
果
的
。
始
め
よ
う
ベ
ッ

　

ド
の
上
か
ら
訓
練
を
。

第
4
条
暮
ら
し
の
中
で
の
リ
ハ

　

ビ
リ
は
、
食
事
と
排
泄
、
着
替

　

え
か
ら

第
5
条
朝
起
き
て
、
ま
ず
は
着

　

替
え
て
身
だ
し
な
み
。
寝
・
食

　

分
け
て
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
。

第
6
条
「
手
は
出
し
過
ぎ
ず
、

　

目
は
離
さ
ず
」
が
介
護
の
基
本

　

自
立
の
気
持
ち
を
大
切
に
。

第
7
条
ベ
ッ
ド
か
ら
移
ろ
う
移

　

そ
う
車
椅
子
。
行
動
を
広
げ
る

　

機
器
の
活
用
を
。

第
8
条
手
す
り
を
つ
け
段
差
を

　

な
く
し
て
住
み
や
す
く
。
ア
イ

　

デ
ィ
ア
生
か
し
た
住
ま
い
の
改

　

善
を
。

第
9
条
家
庭
で
も
社
会
で
も
喜

　

び
見
つ
け
、
み
ん
な
で
防
ご
う

　

閉
じ
込
も
り
。

第
1
0
条
進
ん
で
利
用
「
機
能
訓

　

練
」
「
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

　
　

「
寝
た
き
り
な
く
す
人
の
輪
・

　

地
域
の
輪
」

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

『確分社支舗14だ緯ずなのに？』

軽く諺t゛いませんか

　

領収書が果たす役割

　

領
収
書
は
、
支
払
い
な
ど
を
し
た
と
き
に
、
そ
の
証
明

の
た
め
に
渡
さ
れ
る
書
類
で
す
。
私
た
ち
は
、
高
額
の
支

払
を
し
た
と
き
だ
け
受
け
取
り
、
し
か
も
保
管
す
る
期
間

も
あ
い
ま
い
で
す
。
も
し
、
支
払
を
巡
っ
て
の
争
い
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
領
収
書
が
重
要
な
証
拠
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
、
領
収
書
の
果
た
す
役
割
を
説
明
し
ま
し
よ
う
。

ま
ず
は
受
け
取
る
こ
と

　
　

「
確
か
に
支
払
っ
た
は
ず
な
の

に
、
請
求
書
が
届
い
た
」
。
こ
ん

な
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
領
収
書
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

ほ
ど
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。
な

い
場
合
は
や
っ
か
い
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

領
収
書
は
、
金
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
、
ま
ず
は
受
け
取
っ
て

お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

増
え
る
領
収
書

　
　

保
管
は
い
つ
ま
で

　

受
け
取
っ
た
領
収
書
を
、
す
べ

て
保
存
し
て
お
く
こ
と
は
困
難
な

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

よ
っ
て
、
保
管
す
べ
き
期
間
が
違

い
ま
す
。
し
っ
か
り
見
き
わ
め
て

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
そ
の
領
収
書
に
関
す
る

契
約
が
続
い
て
い
る
間
は
、
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
、
契
約
が

終
了
し
た
場
合
で
も
、
消
滅
時
効

期
間
が
過
ぎ
る
ま
で
は
、
保
竹
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

消
滅
時
効
と
は
、
支
払
時
期
か

ら
一
定
期
間
が
過
ぎ
る
と
、
代
金

の
請
求
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
消
滅
時
効
期
問
は
、
一
般
的

に
は
十
年
間
（
民
法
百
六
十
七
条

第
一
項
）
で
す
が
、
法
律
で
も
っ

と
短
い
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

◆
家
賃
や
地
代
＝
5
年
間

◆
小
売
店
か
ら
の
購
入
代
金
、
注

　

文
建
具
な
ど
の
代
金
、
授
業
料

　

＝
2
年
間

◆
宿
泊
料
、
飲
食
代
金
＝
1
年
間

　

も
し
、
支
払
っ
た
は
ず
の
飲
食

代
金
が
、
1
年
後
に
請
求
さ
れ
た

と
し
て
も
、
消
滅
時
効
期
間
が
過

ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
代
金
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
領
収
書

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

た
だ
し
、
途
中
で
「
O
O
月
末

ま
で
に
支
払
い
ま
す
」
な
ど
と
い
っ

た
文
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
時
効
期
間
が
そ
の
時
か
ら
再

出
発
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

’
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
領
収
書
に
は
大

き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
支
払
を

巡
っ
て
の
争
い
ご
と
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
保
存
し

て
、
と
き
ど
き
整
理
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

消俐Ξ活に関するご相談は顛者相談センターへ・豊66－1川内線463（IUP）



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

二杯目に挑戦だ川

＜る一ぶ登場 富田書道会

な
ご
や
か
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
筆
を

　

毎
週
火
曜
日
の
夜
、
富
田
公
民

館
の
和
室
で
書
道
に
励
ん
で
い
る

グ
ル
i
プ
が
あ
る
と
聞
い
て
、
さ
っ

そ
く
訪
問
し
ま
し
た
。
二
階
の
和

室
か
ら
は
、
楽
し
そ
う
な
会
話
が

流
れ
て
い
ま
す
。
戸
を
あ
け
る
と
、

熟
年
の
み
な
さ
ん
が
筆
を
走
ら
せ

て
い
ま
し
た
。

　

富
田
書
道
会
は
、
書
道
を
や
り

た
い
と
い
う
区
民
の
声
に
応
え
て
、

公
民
館
が
開
い
た
書
道
講
座
生
か

閉
講
後
に
結
成
。
今
年
で
六
年
目

を
迎
え
、
会
員
は
十
一
人
で
す
。

　

当
初
か
ら
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
塚
田
越
山
先
生
（
本
名
＝
昭
三

6
4
歳
・
下
唯
野
）
は
「
い
つ
も
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
や
っ
て
い
ま

す
。
相
当
な
腕
前
な
ん
で
す
が
、

作
品
展
に
出
品
し
た
が
ら
な
く
て

困
っ
て
ま
す
わ
」
と
笑
い
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
初
心
者
だ
っ
た
会
員

も
、
今
で
は
草
書
に
挑
戦
す
る
人

が
多
い
そ
う
で
す
。
展
覧
会
に
は

あ
ま
り
出
品
し
ま
せ
ん
が
、
公
民

館
ま
つ
り
や
文
化
祭
に
は
出
品
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
公
民
館
の
階

段
は
、
富
田
書
道
会
専
用
の
展
示

場
に
な
っ
て
お
り
、
会
員

の
作
品
が
張
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
会
長
を
務
め
る
松

田
清
一
郎
さ
ん
（
5
5
歳
・

新
河
原
）
は
「
自
分
た
ち

の
作
品
を
展
示
す
る
と
意

欲
が
湧
い
て
、
次
は
も
っ

と
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気

に
な
る
ん
で
す
」
と
、
こ

の
日
も
会
員
の
作
品
を
張

り
替
え
て
い
ま
し
た
。

　

練
習
日
は
、
毎
週
火
曜

日
の
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
九
時
三
十
分
ま
で
で
、

祝
日
で
も
休
ま
な
い
そ
う

で
す
。
会
で
は
、
忘
年
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
研
修
旅
行
も
計
画

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

富
田
宍
道
会
に
は
、
書
道
塾
の

よ
う
な
張
り
つ
め
た
も
の
は
な
く
、

自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
書

道
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

・・ j ま
J ・ g
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陸
上
競
技
の
普
及
と

　
　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

　

今
年
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る
奥

越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競
技
場
。

市
職
員
の
勝
森
昌
則
さ
ん
は
、

六
月
か
ら
こ
の
施
設
の
管
理
業

務
に
従
事
し
ま
す
。

　

勝
森
さ
ん
は
、
中
学
・
高
校

と
陸
上
競
技
の
長
距
離
と
砲
丸

投
げ
、
ス
キ
ー
に
励
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
根
っ
か
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
好
き
で
、
以
前
に
は
、
上
庄
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
陸
上
競
技
協
会
の
理
事
を
務

め
る
勝
森
さ
ん
は
、
「
と
て
も
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
大
野
市

の
陸
上
競
技
レ
ベ
ル
は
、
特
定
の

人
だ
け
が
群
を
抜
い
て
い
ま
す
が
、

全
般
的
に
は
低
調
で
す
。
こ
の
立

派
な
施
設
を
活
用
し
て
、
小
中
学

生
な
ど
底
辺
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
欲

満
々
。
こ
れ
か
ら
各
種
競
技
の
備

品
導
入
な
ど
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
陸
上
教
室

な
ど
も
検
討
中
だ
そ
う
で
す
。

　

六
月
十
九
日
に
は
、
こ
け
ら
落

と
し
で
第
三
十
一
回
県
中
学
校
春

季
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
勝
森
さ
ん
は
、
審
判
員
と
し

て
大
会
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
後
の
施
設
管
理

で
、
勝
森
さ
ん
を
悩

ま
せ
る
の
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
利
用
者

の
マ
ナ
ー
。
立
派
な

施
設
だ
け
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
も
設
け

ら
れ
ま
す
。
ル
ー
ル

を
し
っ
か
り
守
っ
て

大
い
に
利
用
し
た
い

も
の
で
す
。

勝森昌則さん

　　

（23歳・木本）



私屯，ベノ゛ぐこ，そ

図
書
館
に
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を

圏

　

市
の
図
書
館
が
で

き
て
以
来
、
時
間
が

あ
る
と
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
落
ち
つ
い
た
気
持
ち

で
本
が
読
め
ま
す
し
、
新
刊
も
そ

の
都
度
購
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

喜
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
利

用
す
る
た
び
に
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
利
用
者
が
気
軽

に
く
つ
ろ
げ
る
場
所
が
な
い
こ
と

で
す
。
い
く
ら
時
間
に
余
裕
が
あ
っ

て
も
、
何
時
間
も
続
け
て
本
を
読

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な

と
き
、
ほ
か
の
人
に
迷
惑
の
か
か

か
ら
な
い
く
つ
ろ
げ
る
部
屋
が
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
最
高
だ

と
思
い
ま
す
。
検
討
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

（
主
婦
・
匿
名
希
望
）

―

　

図
書
館
が
開
館
し

て
八
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
蔵
書
冊
数
は

六
万
二
千
冊
を
越
え
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
も
十
一
万
二
千
二
百
四

冊
と
過
去
最
高
と
な
り
、
今
後
も

市
民
の
み
な
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
図
書
館
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　

「
図
書
館
に
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間

を
」
と
い
う
ご
意
見
は
、
私
た
ち

職
員
も
同
感
で
す
。
現
在
、
図
書

館
で
は
書
架
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が

狭
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
年
度

は
書
庫
を
増
設
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
と

し
て
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
、
館
内

飲
食
禁
止
の
た
め
、
別
棟
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
、

市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
図
書
館

が
、
各
地
で
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
動
向
を
十
分
把
握
し
な

が
ら
対
応
し
、
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
対
処
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

（
図
書
館
長
・
佐
藤
善
夫
）

レ☆⑤し年言

親
子
マ
ラ
ソ
ン
で
固
い
き
ず
な

旭
政
則
さ
ん
（
4
3
歳
・
蕨
生
）

　
　
　
　

義
則
君
（
蕨
生
小
4
年
）

　

各
地
で
開
か
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
、
い
つ
も
上
位
に
入
賞
し
て

い
る
旭
さ
ん
親
子
。
雨
が
降
ら
な

い
日
は
、
夕
暮
れ
の
八
千
代
橋
付

近
を
走
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

旭
政
則
さ
ん
が
、
マ
ラ
ソ
ン
を

始
め
た
の
は
三
十
歳
。
会
社
仲
間

と
福
井
了
フ
ソ
ン
に
出
場
し
た
の

が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
始
め

は
一
人
で
出
場
し
て
い
ま
し
た
が

長
男
の
政
一
君
が
小
学
生
に
な
っ

て
か
ら
は
、
親
子
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
で
出
場
。
現
在
は
次
男
の
義

則
君
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

親
子
で
出
場
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
近
県
で
は
福
井
県
が
最

も
多
い
そ
う
で
す
。
昨
年
一
年
間

に
出
場
し
た
大
会
は
、
実
に
十
二

回
。
こ
の
う
ち
優
勝
が
二
回
、
二

位
が
六
回
と
い
う
驚
く
べ
き
成
績

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
練
習
が
待
ち

遠
し
い
義
則
君
は
「
お
父
さ
ん
と

走
る
の
が
一
番
楽
し
い
。
で
も
い

な
い
と
き
は
一
人
で
も
走
っ
て
い

る
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

父
親
の
政
則
さ
ん
も
「
親
子
で
手

を
つ
な
い
で
走
る
の
は
い
い
で
す

ね
。
大
会
に
は
家
庭
サ
ー
ビ
ス
の

意
味
で
、
家
族
で
で
か
け
る
ん
で

す
よ
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
名
水
マ
ラ
ソ
ン
は
二
位

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
は
優
勝

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
－
－
一
・
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
大
野
子
ど
も
劇
場

　

カ
ン
ジ
ヤ
マ
ー
マ
イ
ム

　

カ
ン
ジ
ヤ
マ
ー
マ
イ
ム
は
、

日
本
で
初
め
て
の
し
ゃ
べ
る
パ

ン
ト
マ
イ
ム
。

日
時
6
月
3
日
④
開
場
＝
午

　

後
6
時
開
演
＝
6
時
3
0
分

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
子
ど

　

も
劇
場
（
春
日
3
－
2
－
3
1

　

6
5
・
5
0
1
4
）
ま
で

・
こ
ど
も

　

レ
ク
リ
エ
i
シ
ョ
ン
大
会

日
時
5
月
2
2
日
①
午
後
1

　

時
3
0
分
～
4
時

会
場
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
（
幼
児

　

は
保
護
者
同
伴
）

内
容
映
画
・
ゲ
ー
ム

参
加
料
無
料

申
込
当
日
会
場
で
受
付

問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋
セ
ン

　

タ
ー
（
稲
郷
4
3
1
1
7
－
I

　

6
4
・
I
Q
J
1
1
）
へ



地
場
野
菜
ず
ら
り
、
七
間
朝
市
オ
ー
プ
ン

　

3
月
2
0
日
は
春
分
の
日
。
毎
年
恒
例
の
「
朝
市
開
き
」
が
開
か
れ
、
大
勢
の

市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
落
ち
着
き
の
あ
る
石
畳
舗
装
で
、
い
っ
そ
う
趣

を
増
し
た
七
間
朝
市
は
、
積
雪
期
を
迎
え
る
ま
で
毎
日
開
か
れ
ま
す
。
当
日
は

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
石
畳
の
上
に
は
新
鮮
な
野
菜
や
草
花
が
ず
ら
り
。
馴
染
み

客
と
の
や
り
と
り
で
、
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

有終西小の卒業生が

中庭にカラフルな敷石

　

有
終
西
小
学
校
の
卒
業
生
が
3
月

1
7
日
、
カ
ラ
フ
ル
な
敷
石
を
中
庭
に

並
べ
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
遊
ん
だ

中
庭
を
、
き
れ
い
に
飾
ろ
う
と
児
童

ら
が
発
案
。
2
月
か
ら
3
0
惣
四
方
の

敷
石
を
は
が
し
、
き
れ
い
に
磨
い
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
3
月
9

日
の
卒
業
記
念
会
食
後
に
描
い
た
、

思
い
思
い
の
絵
や
イ
ラ
ス
ト
が
中
庭

に
並
ぶ
と
、
児
童
ら
は
満
足
そ
う
に

踏
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

六呂師高原で

手作りのたこあげ大会

　

今
年
で
1
0
回
目
と
な
る
「
大
野
た

こ
あ
げ
大
会
」
が
3
月
2
0
日
、
六
呂

師
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

青
空
が
広
が
る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
な
か
、
親
子
な
ど
8
3
チ
ー
ム
が

参
加
。
職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
っ
た
自
慢
の
た
こ
を
披

露
し
ま
し
た
。
競
演
で
は
、
カ
ラ
フ

ル
な
た
こ
が
見
事
に
舞
い
あ
が
る
た

び
に
、
見
物
客
か
ら
歓
声
が
あ
か
っ

て
い
ま
し
た
。

亀山公園一帯に
寄贈された巣箱を設置

　

3月23日、亀山公園で鳥の巣箱30個

が取り付けられました。巣箱は、大野

ライオネスクラブが市シルバー人材セ

ンターに委託して作成、2月に市へ寄

贈したものです。亀山には、ウグイス

やシジュウカラ、キツツキなどが生息

しており、野鳥のさえずりは訪れる市

民の楽しみの一つ。巣箱の設置で、ま

すますにぎやかになりそうです。

皿mmi7ふ。・An＼

シルバ一人材センターで

　

刃物研ぎ講習会

　

3月24日、シルバー人材センターの

会員を対象に刃物研ぎ講習会が開かれ

ました。刃物研ぎ機は、同センターが

購入。刃物研ぎの技術を身につけた会

員らが、各地区を巡回したり、イベン

トなどに参加する独自の事業に取り組

むことにしてます。講習会には26人の

会員が参加。機械の操作や研ぎ方を熱

心に習っていました。

S弓（恥瞳湯



包弓（硲瞳湯

休
憩
施
設
「
御
清
水
会
館
」
が
完
成

　

ま
ち
な
か
観
光
の
拠
点
と
な
る
御
清
水
の
北
側
に
、
休
憩
施
設
「
御
清
水
会

館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
木
造
平
屋
建
て
（
百
二
十
三
・
〇
六
平
方
m
）
で
、

茶
室
な
ど
和
室
二
部
屋
と
ト
イ
レ
、
管
理
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
関
に

は
、
な
つ
か
し
い
手
押
し
ポ
ン
プ
も
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
4
月
2
6
日
に
は
、

山
内
市
長
ら
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

新堀川にも春

引っ越し先から錦鯉戻る

　

冬
季
間
、
市
内
の
養
魚
場
に
引
っ

越
し
て
い
た
ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
新
堀
川

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
新
堀
川
を
守

る
会
が
、
川
底
な
ど
を
き
れ
い
に
清

掃
。
4
月
1
6
日
、
越
冬
し
て
い
た
1

3
0
匹
と
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
3
0

匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
通
り
か
か
っ

た
市
民
ら
は
、
体
長
約
5
0
セ
ン
チ
に

成
長
し
た
ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
群
れ
を
な

し
て
泳
ぐ
姿
に
、
足
を
止
め
て
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ロータリークラブガ

清掃事務所に桜を植樹

　

大
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
サ
ク

ラ
の
木
1
7
本
を
市
清
掃
事
務
所
に
寄

贈
。
4
月
2
日
、
山
内
市
長
や
会
員

ら
が
、
赤
根
川
沿
い
の
敷
地
に
植
樹

し
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
今
年
度
の
環
境
保
全
事
業
の
一

環
と
し
て
「
一
人
一
本
の
植
樹
運
動
」

を
展
開
。
今
回
の
植
樹
は
、
迷
惑
施

設
周
辺
の
環
境
整
備
を
求
め
る
住
民

の
声
に
応
え
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

県警音楽隊も参加

　

交通安全市民大会

　

4月5日、交通安全市民大会が有終

会館で開かれ、各種団体や事業所など

から約400人の市民が参加しました。

また、開成中ブラスバンドや県警音楽

隊を先頭に、山内市長や高木警察署長

ら参加者全員が、六間通りまでパレー

ド。ドリル演奏や「死亡事故ゼロ宣言」

をして、市民らに事故防止を呼びかけ

ました。

身近4；話題をお知らせください。

亀山さくらまつり
金沢からお座敷列車

　

今年の亀山さくらまつりには、金沢

駅からお座敷列車が運行されました。

4月10日、前の越前大野鉄道部長で現

在は金沢駅長の吉田さんが、240人を

案内して来市。観光ボランティアが市

内を紹介し、さくらまつりに参加。つ

ぼみは固かったかわりに、金沢からの

観光客の財布は緩んでいたようです。



お
知
ら
せ

5月

・
ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
は

　
　
　

毎
月
第
1
金
曜
日

　

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
あ
る
公
共
施

設
は
、
希
望
者
が
多
い
た
め
毎
月

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
ナ
イ
タ
ー

を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
を
使
用
し
た
後
の
ご
み
や

吸
い
が
ら
な
ど
は
、
必
ず
持
ち
帰

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
毎
月
第
3
金
曜
日
午
後

　
　

6
時
3
0
分
よ
り

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
会
議
室

対
象
施
設
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
東

　

西
、
陽
明
中
・
尚
徳
中
・
上
庄

　

中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
体
育

　

課
（
公
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5

　

3
2
）
ま
で

・
軽
自
動
車
税
の
免
税

　

申
請
は
5
月
2
4
日
ま
で

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
二
輪
も

含
む
）
を
使
う
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
次
の
場
合
は
免
除
さ
れ
ま

せ
ん
。

？
車
検
証
の
所
有
者
欄
（
使
用
者

　

の
氏
名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8

　

歳
未
満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ

　

く
す
る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て

　

い
な
い
と
き

？
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

締
切
5
月
2
4
日
⑥

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

障
害
に
関
す
る
証
明
書
・
運
転

　

免
許
証

申
請
先
…
問
合
せ
先
市
役
所
税

　

務
課
収
税
係
（
酋
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
2
1
）
ま
で

・
青
年
海
外
協
力
隊

　
　
　

春
募
集
説
明
会

　

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
平
成

5
年
度
青
年
海
外
協
力
隊
の
春
募

集
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

日
時
5
月
1
6
日
⑥
（
午
後
1
時

　

3
0
分
～
4
時
）
と
5
月
2
1
日
②

　
　

（
午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
）

会
場
県
民
会
館
3
0
1
号
室

内
容
①
映
画
②
協
力
隊
事
業
概

　

要
③
帰
国
隊
員
体
験
報
告
④
個

　

別
相
談
な
ど

問
合
せ
先
県
庁
県
民
生
活
部
国

　

際
協
力
課
（
a
0
7
7
6
’
（
N
I
＊

1
1
1
1
）
ま
た
は
国
際
協
力

事
業
団
北
陸
支
部
（
酋
0
7
6

C
M
・
3
3
・
L
O
O
i
C
O
1
－
l
）

…
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　

（
若
狭
路
号
）

日
時
5
月
2
1
日
面
出
発
午
前

　

9
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所
J
R
大
野
駅
前

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
～
原
子
力

　

セ
ン
タ
ー
～
園
芸
試
験
場
～
レ

　

イ
ン
ポ
上
フ
イ
ン
上
二
方
観
世

　

音
～
J
R
大
野
駅
（
午
後
5
時

　

着
の
予
定
）

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

参
加
費
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

具
定
員
先
着
5
2
人

申
込
方
法
一
人
1
枚
の
往
復
は

　

が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

　

電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発
地

　

を
明
記
の
う
え
、
〒
9
1
0
福

　

井
市
大
手
3
丁
目
1
7
1
1
県
庁

　

広
報
課
県
民
相
談
室
へ

＊
初
参
加
者
を
優
先
と
し
、
参
加

　

者
の
決
定
は
、
返
信
用
は
が
き

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

軽自動車税の免除対象となる障害

障害の区分・ 障害の等級
視覚障害 1級～3級・4級の1
聴覚障害 2級…3級

平衡機能障害 3級
音声機能障害 　　　　（喉頭摘出による音声機能障害が3級ぁ4場印s限4）

上肢不自由 1級・2級の1・2級の2
下肢不自由 1級～6級
体幹機能障害 1級～3級・5級
乳幼児期以前の

非進行性脳病変
による運動機能
障害

上肢
不自由

1級・2級（一子肢の4に運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能1級～6級

心臓機能障害 1級…3級

腎臓機能障害 1級・3級
呼吸器機能障害 1級・3級
膀胱・小腸・直腸機能障害1級・3級
療育手帳 A
精神障害者 1級
※いずれも身障者本人が運転する場合です。生計同一者が　

運転する場合は、対象となる等級が若干異なります。

交通

安全

磁
び

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

正
し
い
着
用
が
命
を
守
る

　

あ
な
た
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
正
し
く
着
用
し
て
い
ま
す
か
。

首
に
か
か
っ
て
い
た
り
、
ベ
ル

ト
が
ね
じ
れ
て
い
た
り
す
る
と

せ
っ
か
く
の
命
綱
も
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
座
席
を
倒
し
過
ぎ

て
い
る
場
合
も
、
体
が
下
方
へ

も
ぐ
り
込
ん
で
し
ま
い
効
き
目

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
着
用
さ

え
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

肩
か
ら
上
半
身
の
中
心
を
通
り

下
の
ベ
ル
ト
は
、
腰
骨
に
か
け

て
締
め
ま
す
。
座
席
を
倒
し
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
背
中
に
余

裕
を
持
た
せ
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
ま
っ
す
ぐ
の
姿
勢
で
座
り

ま
す
。

　

昨
年
、
市
内
で
死
亡
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
は
、
こ
う
し
た
死
亡
事
故

を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
安
全
運

転
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
精
神

的
な
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

車
は
、
行
楽
や
通
勤
、
仕
事

と
私
た
ち
の
体
の
一
部
と
な
っ

て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

正
し
く
着
用
し
て
、
や
さ
し
い

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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・
国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格
昭
和
4
1
年
4
月
2
日

　

～
昭
和
4
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　

の
人

試
験
大
学
卒
業
程
度

受
付
期
間
5
月
6
日
～
1
7
日

試
験
日
1
次
＝
6
月
1
9
日
①
・

　

2
0
日
⑧
2
次
＝
8
月
ぷ
ハ
ー
日

　

⑧
ま
た
は
2
4
日
⑧

試
験
種
目
1
次
＝
教
養
、
専
門

　
　

（
多
枝
選
択
式
●
記
述
式
）

申
込
用
紙
請
求
先
金
沢
国
税
局

人
事
第
二
課
（
〒
9
2
0
金
沢

市
広
坂
2
－
2
－
6
0
金
沢
広

坂
合
同
庁
舎
0
7
6
2
・
3
1
・

c
v
i
．
―
（
C
O
1
－
I
内
線
C
O
i
－
H
c
r
s
）

●
高
額
療
養
費
の
基
準

　

5
月
診
療
分
か
ら
改
正

　

思
わ
ぬ
大
病
な
ど
で
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
一
定
額
を
越
え

た
場
合
に
は
、
そ
の
越
え
た
分
か

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

一
定
額
と
は
、
1
ヵ
月
間
に
同

じ
人
が
同
じ
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
治
療
費
の
合
計
額
で
、
5
月
診

療
分
か
ら
6
万
3
0
0
0
円
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
3
万
5
4
0

0
円
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
国

保
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

5
7
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
補
聴
器
更
生
相
談

日
時
5
月
1
3
日
④
午
後
1
時

　

～
3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
補
聴
器
の
相
談
や
点
検
、

　

修
理
な
ど

費
用
無
料
（
補
聴
器
の
修
理
は

　

実
費
）

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
7
3
）

●
犬
の
登
録
と

　
　
　

狂
犬
病
予
防
注
射

　

犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射

の
手
続
き
が
、
次
の
と
お
り
追
加

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

5
月
1
2
日
④
下
庄
公
民
館
（
午

　

前
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分
）
富
田
公

　

民
館
（
午
前
‥
‥
1
1
一
時
～
い
1
1
時
3
0
分
）

　

市
民
会
館
（
午
後
1
時
3
0
分
～

　

2
時
）

5
月
1
3
日
④
上
庄
公
民
館
（
午

　

前
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分
）
大
野
保

　

健
所
（
午
前
1
－
I
時
～
1
1
1
1
一
時
3
0
分
・

　

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
）

●
食
生
活
改
善
推
進
員

　

養
成
講
座

　

成
人
病
の
予
防
に
は
、
ま
ず
食

生
活
の
改
善
が
大
切
で
す
。
市
で

は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

講
座
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

期
間
6
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も

内
容
健
康
、
栄
養
、
運
動
な
ど

　

に
つ
い
て
の
講
話
と
成
人
病
予

　

防
食
の
実
習
な
ど

定
員
3
0
人

申
込
5
月
2
8
日
②
ま
で
に
、
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7
3

　

3
3
）
ま
で

●
国
民
年
金
保
険
料

　

免
除
申
請
は
5
月
末
日

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
所
得
や
家
族
構
成
、

資
産
の
状
況
（
学
生
は
専
用
の
免

除
基
準
）
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
を
4
月
か
ら
受

け
た
い
方
は
、
5
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
（
学
生
な
ど
が
住
民
票
を

移
し
て
い
る
場
合
は
、
転
出
先
の

市
町
村
役
場
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
免
除
申
請
に
は
、
年

金
手
帳
と
印
鑑
（
学
生
は
、
そ
の

年
度
の
在
学
証
明
書
、
親
元
世
帯

の
所
得
証
明
も
）
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
6
6
－
1
1
1
1
内
線
4
5

5
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

●
身
障
者
手
帳
・
療
育

　

手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

　

1
～
3
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
A
～
B
I
の
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、
大
野
市
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
（
4
月
か
ら
老
人
医
療
も
対

象
）
。
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
福
祉
事
務
所
福
祉
係

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
職
業
相
談

　

大
野
公
共
職
業
安
定
所
と
市
で

は
、
高
齢
者
職
業
相
談
具
に
次
の

方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

★
前
田
英
治
さ
ん
（
水
落
町
）

★
森
川
昭
－
さ
ん
（
糸
魚
町
）

　

相
談
具
は
、
高
齢
者
の
職
業
相

談
や
就
職
先
の
紹
介
、
斡
旋
な
ど

き
め
細
か
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

会場 開催日 時間

職業詞束センター
土●日●祝を

除く毎日
午前9時
～5時

大野有終会館 毎週月曜日
午前9時
～4時

下庄公民館 第2金曜日
午後1時

午後4時

富田公民館 第3金曜日

上庄公民館 第4金曜日

パスポートの申請・交付

　

大野県税事務所でも受付開始

　

県が取り扱うパスポート発給事

務は、本庁と若狭事務所の2ヵ所

だけでしたが、4月1日から新た

に大野・南越・敦賀の各県税事務

所の3ヵ所が増設されました。

　

奥越管内では、大野県税事務所

総務課（奥越合同庁舎1階）が窓

口となります。申請したパスポー

トは、希望する窓口でも受け取る

ことができます。

　

申請から交付までの所要日数は、

本庁窓口で、申請も交付もした場

合は6日間。本庁以外で、申請ま

たは交付をした場合は9日間かか

ります。

開設時間月～金曜日午前9時

　

～午後4時30分

問合せ先県国際交流課旅券外事

　

係（県庁1階．豊0776・21・11

　

11内線2097）または大野県税事

　

務所総務課（友江11一10容65・

　

1280）
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昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
に
、
市
の
行
政

区
と
し
て
吉
野
●
美
里
・
清
和
の
三
町
が
発

足
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
こ
の
地
区
は
、
有

明
町
と
束
中
の
一
部
で
し
た
。
位
置
と
し
て

は
、
東
は
清
滝
川
、
西
は
国
道
一
五
七
号
線

南
は
J
R
越
美
北
線
、
北
は
有
終
束
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
住
宅
見
取
図
を
見
る
と
、
吉

野
町
は
十
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

第
七
ブ
ロ
ッ
ク
は
吉
野
公
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。
公
園
に
は
、
竜
脚
類
の
恐
竜
が
置
か
れ

て
い
る
た
め
に
、
子
供
た
ち
は
怪
獣
公
園
と

呼
ん
で
親
し
ん
で
お
り
、
格
好
の
遊
び
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
町
（
海
野
従
道
区
長
・
八
十
八
戸
）

は
、
発
足
し
て
十
五
年
の
寄
り
合
い
所
帯
で

す
が
。
年
中
行
事
と
し
て
運
動
会
や
公
園
の

草
取
り
、
川
ざ
ら
え
、
新
年
会
、
左
義
長
ま

つ
り
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
ご
み
の
搬
出
・

搬
入
は
き
び
し
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
長

は
定
期
総
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
区
の
名
を
あ

げ
る
た
め
に
特
に
体
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と

を
う
た
い
、
三
分
団
の
体
育
大
会
で
は
、
二

年
連
続
優
勝
の
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
夫
婦
共
稼
ぎ
で
す
が
、
宅
地
面
積
は

百
坪
以
上
の
家
が
多
く
、
玄
関
前
に
は
二
、

三
台
の
車
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
地
区
よ
り

は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
宅

地
は
、
ほ
と
ん
ど
貸
し
地
面
だ
そ
う
で
す
が
、

あ
ち
こ
ち
に
は
ま
だ
田
畑
が
あ
り
、
道
路
も

整
然
と
し
て
都
市
計
画
の
モ
デ
ル
区
域
と
い
っ

た
印
象
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

区
長
宅
を
訪
ね
た
日
も
、
恐
竜
の
ま
わ
り

に
は
多
く
の
子
供
が
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

市民のうごき

4月1日現在 前月比

世帯数 11，277世帯 －14世帯

41，856人 －57人

人目 男 20，003人 －35人

女 21，853人 －22人

3月中の異動
転入 174人 出生 42人

転出 236人 死亡 37人

市内の交通事故状況（nヵヽらゆ）

件数内訳
平成5年　
3月末
平成4年　
3月末 増減

総件数 138件 123件 15件

人身

事故

件数 30件 32件 －2件

死者 O人 1人 －1人

傷者 40人 44人 －4人

物損事故 108件 91件 17件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
年
の
春
は
、
例
年
に
な
く

低
温
の
日
が
続
き
、
亀
山
さ
く

ら
ま
つ
り
も
4
月
1
8
日
ま
で
延

期
。
4
月
m
6
日
の
モ
デ
ル
撮
影

会
に
は
、
大
勢
の
ア
マ
チ
ュ
ア

カ
メ
ラ
マ
ン
が
参
加
。
大
人
に

交
じ
っ
て
シ
ャ
ッ
ク
i
を
切
る

チ
ビ
ッ
コ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
、
モ

デ
ル
さ
ん
も
に
っ
こ
り
顔
で
応

じ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

先
の
人
事
異
動
で
、
テ
レ
ビ

広
報
を
手
が
け
ら
れ
た
渾
田
さ

ん
が
栄
転
。
広
報
活
動
に
は
不

慣
れ
な
私
か
、
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
戸

惑
い
の
毎
日
で
す
が
、
前
任
者

の
域
に
一
日
で
も
早
く
近
づ
け

る
よ
う
に
努
カ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
加
藤
）

孔ぐΓ‾可

　

早
朝
、
ガ
ラ
ス
が
ゴ

ミ
袋
を
破
り
、
中
か
ら

生
ゴ
ミ
を
引
っ
張
り
出

し
て
い
る
。
近
く
へ
小

石
を
投
げ
つ
け
て
も
、

ほ
う
き
で
地
面
を
は
た

い
て
も
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
。
彼
ら
は
、
人
間

が
ガ
ラ
ス
の
体
に
直
接
危
害
を
加
え
て
、
追
い

払
お
う
と
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
ら
し
い

▼
ゴ
ミ
を
ま
と
め
て
家
に
戻
り
、
三
十
分
ほ
ど

し
て
外
に
出
て
み
る
と
、
残
飯
が
付
近
一
帯
に

散
ら
か
っ
て
い
る
。
袋
の
口
を
縛
っ
て
お
い
て

も
、
す
き
間
を
見
つ
け
て
器
用
に
破
っ
て
し
ま

う
よ
う
だ
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
、
食
べ
な
が

ら
歩
く
子
ど
も
を
め
が
け
、
袋
ご
と
お
菓
子
を

さ
ら
っ
て
飛
び
去
る
ガ
ラ
ス
も
い
る
と
か
。
も

と
も
と
人
間
と
共
存
し
て
き
た
ガ
ラ
ス
で
あ
る

が
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
撃
退
方
法
を
考
え
ざ
る

を
得
な
い
▼
草
の
実
や
柿
の
実
を
あ
さ
り
、
夕

方
に
は
寝
ぐ
ら
の
あ
る
森
へ
と
、
群
れ
を
な
し

て
帰
る
ガ
ラ
ス
は
、
童
謡
に
も
歌
わ
れ
、
郷
愁

さ
え
感
じ
さ
せ
た
。
外
食
産
業
が
盛
ん
に
な
り

ゴ
ミ
の
質
も
量
も
変
化
し
た
人
間
生
活
に
入
り

込
ん
で
き
た
ガ
ラ
ス
も
、
人
間
の
飽
食
と
比
例

す
る
か
の
よ
う
に
、
食
生
活
を
変
え
て
い
る
▼

ガ
ラ
ス
の
ゴ
ミ
荒
ら
し
に
、
業
を
煮
や
し
た
福

井
の
駅
前
商
店
街
で
は
、
ガ
ラ
ス
よ
け
の
ゴ
ミ

袋
を
開
発
し
た
が
、
「
頭
の
よ
い
ガ
ラ
ス
に
ト

リ
ッ
ク
を
見
抜
か
れ
て
、
一
時
的
な
も
の
に
終

わ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
危
惧
も
あ
る
ら
し

い
▼
私
た
ち
は
今
、
ゴ
ミ
荒
ら
し
を
ガ
ラ
ス
の

せ
い
だ
け
に
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
毎
日

の
目
に
余
る
残
飯
を
減
ら
し
た
り
、
ゴ
ミ
の
始

末
を
正
し
く
適
切
に
処
理
す
る
工
夫
と
努
力
が

足
り
な
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
●
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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